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プロイセン統計局.の設立 と国家統計表(2)
長 屋 政 勝
mホ フマンのもとでの統計局再建
1統 計局再建 の動 きは1808年末か ら始 まるu。12月16日に布告 され た 「最高
行政官庁の変革に関す る勅令」 の中に,内 務省 に属す る統計収集 と編成 のため
の部署の設立が盛 られ ている。内局政 治に替わ り中央省庁 として内務 ・財務 ・
司法 ・外務 ・軍務 の5省 が設 け られ 内閣合議制が発足 し,ま た これまでの地方
行政制度が改 め られ軍事 ・御料地庁が廃 止され 県制 が しかれ,内 務省 と県庁 の
行政 ルー トにそ って統計報告が収集 され ることにな り,県 知事 に報告作成 の指
示が与 え られ ることにな った。
.1809年に入 り政情 が比較 的安定 し,秋 にはベ ル リンに首都機 能が戻 りつ つあ
る中,再 建の動 き も加速す る。 この動 きは,2月21日 ホフマ ンの手 によって再
建のための覚書が執筆 され,統 計 局 の課題 と新 た な構成 についての具体案 が提
示された ことに始 まる。
ホフマ ンはハ レ大学 とラ.イプ ツィヒ大学 に学 んだ後,1803年か ら東 プロイセ
ンの軍事 ・御 料地庁 において建設部 門の官職 に就いてい る。1807年にス ミス主
義者C、J.クラ ウ.スの後任 として ケ一二 ヒスベル ク大学の実践哲学 と官房 学の
教授 に就任 す る。1808年,内務省 における営業部 門の内閣顧問官 となる。後述
す るように,1810年には創設 されたベル リン大学 の国家学教授,同 時 にプロイ
セ ン統計局長 に就 任す る。18止6-21年には外務 省参議 官 を兼務 してい る(こ の
1}以 下.統 計 局 再 建 の 経 過 に つ い て は.R.Boeckh.∬ 〃r"'`.無♂,4η島S.12-15,(♪.Bらhre,G6∫罐 が訪.
r,,S.364-378,'/.orG・,chi・ht・.・.・.〔}.,S.4-9、を 参 照 。
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間 パ リ,ロ ン ド ン,ウ ィ ー ン の 会 議 に 列 席 す る)。1826年に は ベ ル リ ン 大 学 に
戻 り,34年 ま で 教 授 職 を 務 め る 。1844年,統 計 局 長 の 席 を デ.イー テ リ チ に 譲 り
退 任 す る 。 以.上の よ う な 経 歴 を も っ た 人 物 で あ る が,既 述 の よ う に,先 に ク
ル ー ク の 統 計 表 案 に対 す る ア ウ エ ル ス ワ ル ト鑑 定 書 で そ の 国 家 統 計 に 関 す る 理
解 の 深 さ が 知 ら れ る こ と に な っ て い だ1、 こ の 当 人 に2月13日 に 内 務 担 当 国 務
大 臣A.v.ド ー ナ か ら 統 計 局 再 建 案 の 起 草 が 委 嘱 さ れ て い た 。 こ の 案 に も とづ
い て,同 年10月6口 に な っ て,ド ー ナ か ら 財 政 担 当 国 務 大 臣K.v.ア ル テ ン
シ ュ タ イ ンへ の 統 計 局 再 建 の た め の 書 簡 が 送 ら れ る こ と に な る 。 そ の 内 容 は 要
約 す る と以 下 の よ う に な る 、,
ま ず,統 計 局 の 目 的 は,「 プ ロ イ セ ン 国 家 の 諸.力を 認 識 す る た め の 資 料 を 可
能 な 限 り完 全 に 収 集 し,上 位 官 庁 が そ こ か ら い つ で も簡 単 に 国 力 の 現 状 な ら び
に そ の 増 減 に 個 々 のIIll来事 や 指 令 が お よ ぼ す 作 用 に 関 す る 明 確 な 概 括 を 人 手 で
き る よ う に 配 列 す る 」 こ と に あ る 。
国 力 と は 土 地 と人 間 か ら 成 る 。 自 然 の 与 え る 原 材 料 と は 何 か,こ の 材.料か ら
資 本 と労 働 に よ っ て 生 み 出 さ れ る もの は 何 か,こ れ が 問 題 と な る 。 従 い,資 料
収 集 は ① 地 理 的 部 分 と② 人 類 学 的 部 分 の2つ に ま た が り,① で は 土 地 の 認 識 に
関 す る.切 の 資 料,ま た ② で は 国 家 経 済 的 関 係 の 中 で 住 民 の 状 態 を 認 識 す る た
め に算 定 さ れ る も の を 考 え に 入 れ て,同 じ く一 切 の 資 料 の 収 集 ・配 列 ・保 管 に
あ た る も の と し,そ れ ぞ れ に 収 集 官 と し て 専 門 の 委 員(Mitghed)1名 を 配 置
2)な お,ホ フマ ンIJoha皿G軋}ttfriedHQrrr【川nr】)は1765年7月19日ブ レスラウに生れ,1847年
11月12ロベ ル リンにて31歳で死去 している。その活動 によ って,プ ロ イセ ン統計局 を 「全 ヨ一
口 ソバにと り模範施設」 〔0.Bじhre、G眠'`此.hl"S.391)となる優 れた機関に仕立てた とされ る。
経 済学者 として のホフマ ンの立場は 自由主義経済政策の推進 者のそれで あって,1813年12月か ら
国家宰相ハ ルテ ンベルクの経1斉顧問 を務め なが ら,プ ロイセンにおける営業の 自由化 を推 し進め,
関税 と税 の新 シ ステム設.i匿のた めに尽力 した.国 家貨幣制度の確立で も活躍 し,当人 は金本位制
度 の擁 護者 として知 られて いる、 その略 歴について は,K.Inama・Stemegg,Hoffmann=∫Qhann
Gし,LL1riピdH.,且娠」P戯1加 甜、,Ud12、1880,S、598-604,C,M2itzel,Hl,ffm己【m,]06.Go℃ぽr.,
1f【加ぬ 記3脚`3拙∫乱,4、Anfl.,tad,1923,S.274-275,を参照 のこ と.ま た,統 計局 とのか かわ
りにつ い て は,G、Ilanssen,D器sτatlstischeB〔iwauderpr已Lls3isch巳nMonarchieunterHoff・
m己エ【nundDhet∈rici、!レ訪 れ」雄7.pσ〃rガ∫fゐ♂,rO盈⑰pro規留 口2璽4∫わ百zrr沈u繍eη5`旗ノ診,N.F.,Bd10,





うして統計局は3名 の委員か ら構成されるべ きとある。
次に3委員に次のような具体的な業務内容が指定されている。
第1委 員には,全土の地図と地誌の収集 ・保管が任務 となる。これは各地所面
積から始まり,高度(永 準)測 定,河 川.・水路,海 岸 ・湖,山脈 ・丘陵の配置,.








1.農業 家畜表,播種 ・収穫量推計,造 林収益推計,そ の他小規模農耕 ・漁
業 ・狩猟,農 村工業からの収益推計.
2,製造 最重要とされる営業での資本と利子,営 業での隆盛 ・平衡 ・沈滞状
況,そ れら変化の事情 と原因 ・結果
3.商業 消費税 ・関税記録,価 格.一覧 ・相場表,船 舶 ・荷馬車出入記録によ
る商業活動 とその成果の評価
4,国富 資本,保 険額,流 通証券,鋳 貨,利 子率 ・割引率,国 庫や公共団体
の財産
⇔ 知的道徳的文化的状態
1.宗派別教会 ・聖職者 ・洗礼者 ・聖体拝領者 ・信者数
2.修養施設(施 設数 ・出席頻度 ・寄附)
3.出版状況(稼動印刷機 ・書籍商 ・発刊雑誌 ・新聞)






6.訴 訟 件 数,特 に 名 誉 毀損 と離 婚 訴 訟
7.犯 罪 リ ス ト
さらに第3委 員 は収集 され秩 序づ けられた資料 か ら,最 も広 い意味 での政治
算術 と必要 な予備知識 をもって有効 な概 要をひ.き出 し事柄 問の依存 関係 や因果
的 関連 を確証す る,こ う した総括 的な作 業にあた る任務 が想定 されてい る3}。
第1・2委 員 の下 には別 に各1名 の補助 者が記録 ・発 送掛 と して配置 され,
また不規則 な作業量 に対処す るためには下級職員 を臨時職員 として採用 し,単
純 な官房書記作業 は内務省 内で処理す るとあ る。加 えて3分 野 にわた る統一性.
を確保す るためには委員の上 に座 る,す なわち局長(Director)職にあるひ と
りの人物 も必 要で あ る。 もともとのホ フマ ン案で は上 の第3委 員 に この役割 を
任せ るとい うもので あ った。
統計局 の委員 によ って報告作成 ・提 出の指令が作成 され るが,こ れは省 の検
査(Revisi・n)を受 けなけれ ばならない。 この中で各省庁か ら統計局へ送 られ
るべ きものが規定 され,そ'のための書式 と指示が局 によ って用意 され,提 出期
日が決め られ る。逆 に,統 計局 は各省 に対 し定期 的に全般表 と概括 を提 出 し,
その他 にも要請 に応 じて省 や局 の長 へ報告 ・総括 ・.諮問を提示す ることを責務
とす る。
最 後に,上 記3委 員 の具体的指名があ り,第1委 員 には これ まで プ ロイセ ン
の地図作 成で実績の ある軍事参議 官K.エ ンゲルハル トを,第2委 員 に同 じく
軍事参議 官 クルー クをそれぞれ政務参議 官(Regierung島rath)に昇格 させ て任
用 し,そ して第3委 員に寡婦年 金問題 の数学 的処理 に功績 を示 した数学者 め









附随 して予算案 の提 示 もあ り,局 長職 には年1,8⑪Oター レル,2人 の委 員 に
はそれぞれ1,500ターレル,2人 の補助 者(枢 密書記 官)そ れぞれに800ター レ
ル,地 図 ・書籍購.入や 製本費,ま た照明 ・暖房 費 として60〔汐 一 レル.給 仕 人
に200ター レル,こ の合計7,200ター レルを計上 したい としてい る。
以.ヒの再建 プラ ンをアルテ ンシュタイ ンの同意 を得 た上 で,両 者 の連 名で 国
一Eに報告 したいが,い かが な ものか 。 これが ドーナ書簡の趣 旨であ る。
2ホ フマ ンの原 案を.卜.敷きに したのが この ドーナ案であ るが,こ れ に関 しそ
の後約8か 月年間にわたる財務大 臣 との折衝 がは さまる。新た な統計局 をどの
ような性格の組織 にもってゆ くか,こ の点 について内務 と財務の筋 には.見解 の
相違がみ られ る,,
1809年10月27口の財務大臣 アルテンシュタ.インの返答 は,ド ーナ案で は統.計
局の活動が必要以1=に広範す ぎるとい う もので あった。 ここで は徹底 して実務
的考 えに もとづい た統計局 のあ り方が採 られ てい る。す なわち,統 計局設 立は
諒 とする も,必 要以 ヒの詳細事 の報告 は要らな く,こ れまでの基本的項 目で こ
と足 りている、,従い,局 の拡張 を含 んだ提案 には躍躇 せざ るをえないDま して
や,現.ドは国Lが 蒙った傷 の回復 のため,多 くのさ し迫 った仕事 に追われてい
るのが地方官庁であ り,そ こに これ以上の負担をかけ ることはで きない。
こうした上で アルテ ンシュタインは次の ような縮少案を もち出す。す なわち。
すで にi二.兵隊 と科学 アカデ ミーでの測 地作業 が進 んで い る以上,ド ーナ案 に
あった統計局 に独 自の地理的部門を設置す ることは不要であ る。 クルー クの任
用 に関 しては,そ の プロ イセ ン国家統計研 究の功績 を認 め るに して も,「独 立
した思考 を もった研 究者(Arbeiter)として の地位 を与 え ることはで きない」
とし,そ の仕 事は 「国家経済 につい ての,ま た統計学 と政治算術 の本 質 と目的
につ いての狭い考 え方 を表わす」 ものにす ぎず,独 立研究 者 としてで はな く理
解 あ る人物 の手 中にあ る有 能 な補助 者 として留 めて お くべ きであ る。 また,
ホーベ ル ト教授 は,政 策 的問題 の数学 的処理 に関す るその高い力量 は否定で き
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ないが,統 計局 の管理 を任せ るこ とには反対 せ ざるをえない,,なぜな らぼ,そ
もそ も専 門学者 には国家 の原則 を理 解す る こ とは無 理で あ り,「国家 経済 は
ホーベ ル トにとって はまった く専門外の領域 であ る」 か らであ る。かか る人物
に局運営 に関 し.卜全な ものを期待 す ることはで きない。両者 ともに局の委託 に
応 じる政策Eの 計算 者(politischerRechner)として,官 庁 ではな くむ しろ ア
カデ ミーない し大学 にふ さわ しい場所 を手 当てす る ことの方が適策で あろ う.,
財務 省の考 えは新 たな企画や業務拡大,そ のための人員をかか える ことで 国
庫 に負担増 とな るよ うな構成 と人選 をあ くまで避 け ることにある。統計局 は単
に基本報告 の収集 ・配列 を経常業務 とし,そ の他 に通常外 の委託作業 に適時従
事 すべ きもので あ って,そ れ を独 自の権 限を有 した独 立官庁 に仕立 て.ヒげ るこ
とには賛成 しかね る。 これ まで以上 の経 費を要す る統計局 の構成 は不必 要で あ
り得策で はない。 また,仮 に クルー クを局委 員 とす ることを認 め るにせ よ,そ
の給与増額 な らびに参議官 とい う身分 も不 要 とす る。 その監督 下に2名 の補助
者 をお き,そ れ には地誌 編纂で実績 あ るF,ブ ラー トリング と外 務省の仕事 を
通 じW,v,フンボル トの評価 を得ていた枢密軍事参議官 デュボイスを配置す る
ことで十分 とす る、,また,ホ ーベル トの方 は,ア カデ ミーか大学 に本籍 を もた
せ,ク ルー クと同格者 として局 の委託 に応 じた問題 の処理 にあた らせ る(給 与
とし.て41300-400ター レルの追加支給分のみ とす る),こ うした ものに留 ま った、,
シュタイ ン引退後,と もに国政 を担 当す る こ とに なった ドーナ とア ルテ ン
シュタ.インで はあ るが,両 者の 問には国家統計 と統計局構成 に関す る見解 に相
違が あるこ とが明 らか にな り,局 の再建 は遅れ る ことになる.前 者 の構想 には
これ まで の反省の上 に立 った統計局の新た な飛躍へ の希望が込 め られ,後 者 に
は統計収集 に対す る冷めた考 え と現実の財政事情か らす る,拡 大へ の動 きを牽
制す る姿勢が露骨であ る。
財務省の意図 を知 らされた ドーナ は妥協案 を準備せ ざるをえない。ユ809年11
月50づ けの アルテ ンシュ タイ ン宛 の書簡 があ る。 この 中で,統 計 的観察 に
よ って恣意や漠然 と した私見,慣 習,先 入観や無批判的追従 を排 し見解 の相違
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を克服 し,国 家運営 を規定す る必然性,ま た立法 と国家行政が およぼす社 会福
祉や道徳への影響,こ れ らを認識す る手段 を獲得す ることがで きる。 これ まで
作成 されて きた多 くの統計表 の無意味 さを認 めるのにやぶ さか ではないが,し
か し反面,事 実収集 を然 るべ き人物 に任せ るこ とがで きれ ば大 きな実際 的効用
を発揮で きる し,こ れ まで先代が怠 ってきた優れ た資料 を次世代 に残す とい う
義務 を果 たす ことがで きよ う㌔ この よ うに,以 前 同様 に統計 報告 に対す る期
待を表明する、 しか し,局 の設立 を遅 らせる ことは得 策で はない として,ア ル
テ ンシュタイン案 を受 入れ るこ とにす る。す なわ ち,地 理部 門は放 棄 し地 図 と
地誌編集作業 はA.v、フンボル トの科学 アカデ ミー と少将G,v.シャル ンホ ル
ス トの率いる陸軍測地 部に任せ る,.人員構成 で も提案 された2名 を クルー クの
助手 として任用 す る ことを認め,ホ ーベ ル トも示された形で の任 務(給 与400
ター レル)に 就かせ るとい うものあ り,財 務省案にほぼ全面的に屈 服 した もの
となって い る。 また翌年3月,財 務省か らその案にそ った予算額 と して4,zoo
ター レルが提示されてい る。
このまま進めば,統 計局再建は萎縮 した形で しか実現 しない ことにな る。 と
ころが,1810年に入 り,ベ ル リンが首都 と しての機能 をと り戻 し,同 年6月4
日,K.v.ハル テ ンベル クが国務大 臣に復職 し国家行財政 のさ らなる改 革を推
進 させ ることにな り,同 時に アルテ ンシコ.タイ ンは閣外へ去 ることにな る。 こ
の政局変化 によって ドーナ案が復活す るこ とになる。
8月7日 ハルテ ンベ ルクか ら ドー ナの もとに統計局構成 プラ ンの提示が求 め
られ,B日 に これ に:答える ドーナの書簡が提出 され る。そ こで は先の妥協案 を
撤 回 し,ほ ぼ当初の もの に近い構想 に立 ち戻 ってい る。 ハルテ ンベ ル クへ財務
省 との見解 に相違のあ ることを伝 えなが ら も最初の計画へ戻 りたい と述べ,局
4)ド ー ナ は1809年U月5日 づ け ア ル テ ン シ コ タ イ ン宛 の 書 簡 で い う.「予 備 知 識 を もた ず,精 神
を もた ず,ま た 真 に必 要 な もの を感 受 す る こ と な しに は,金 塊 を集 め る こ とが で き る とこ ろで も
くず を拾 い 集 め る こ とに な り ま しょ うか ら.… … そ れ だ け一 層 資 料 を収 集 ナ る こ と を.有能 な 人物
の 手 に任 せ る必 要 が 出 て くる の で す 」[ZurGe5ch1じht,,a.己.C).,S.7)、.これ は と り も な お さず,
ホ フ マ ンの 考 えそ の もの で もあ っ た。
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長 に1,5(〕Dター レル,2名 の委.員それぞれ に1.200ター.一レル,1名 の書記 官 に
800ター レ ル,局 経 費 と して600ター レ ル,以 上総 額5,300ター レ ルの 玉算 を
もって臨む とい うものであった。そ こには 「目的に合 うよ う組織 された統計 局
のさ し追 った必 要」 を感ず る とあ り,ド ーナの意 気込 みがみえている。さらに,
9月27日には ドーナの督促状 も出され,統 計表作成 のために早急 に資料収集 と
加.1:が行 なわれねば ならな く,こ のため にこれ まで とは違 った形で の書式 と指
示が時 をおかず地方官庁 に提示 され る必要が ある とし,ハ ルテ ンベ ルクの決断
を迫 ってい る、,
こう して1810年10174日,「営業政策部 局の もとにい る国家顧問官 ホ フマ ン
は当地の大学 での国家学正教授 としで,な らびに統計局での局長 として配置 さ
れ る」 とする勅命 が下 りる。 これ を受 けて21日,ド ー ナによって統計局の内部
組織 につ いての報告 が国王 に示 され,局 長ホ フマ ン,地 理 関係 部門委員エ ンゲ
ルハ ル トな らびに人口関係 部門委員 クルー ク,書 記 官1名 とし,以 ヒ4名 の局
職員 と計5,300ターー レルの予算で臨む とされた。その内訳は次の ようになる51、、
局 長 ホ フマ ン 1,200ター レ ル
5)ZurGeschieht♀,a、a、0..S.9.つい で に,後 に プ ロ イセ ン新 体 制 下 で の 国 家 統 計 表作 成 にの り
出 した1816年度 の.予算 も示 して お く己R、Boockb,E〃齪'罐8'"隅S.42.
局 長 ホ フマ ン
委 員(.人[音「1門:}クル ー ク
委 員(地 理 部 門)エ ンゲ ル ハ ル ト
職.員 階言己官 シ ュ トソ クフ ィ ッシ ュ
地 図管 理.者訊 ー レー ダ ー
地 図管 理 者 シ ュ ミ.ノト
会 計 官 シ ュ マ ウ ヒ
用 人 プ リ・.デマ ン
以一1;人 外.計
地 網 ・報 告作 成 費
計






いずれに して も人件費が全体の圧倒的部.分を占め,活 動経費が極端 に少 ない、,すで に各地方官
庁で作成済みの報告 資料.を収撫 し,整理 ・編纂する ことに統計局の作業が限定 されていたた めで
あ る。
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〔他 に従 前 か らの 給 与800ター レ♪レ 大 学 基 金 か ら700ダー レルが 加 算)
委 員(人[部 門)ク ルー ク1,500タ ー レ,レ




2人 の委.員に対 し,た だち に局長 の指揮 の下で必 要な作 業 に着手す るように
との指示が下 された。25日には,内 務 省の各部局 書記官 に対 し,保 管 されてい
た資料.・式の統計 局への移管が大臣訓令 と して下達 された。 こう して,1810-
10月末 に,新 た にホ フマ ンの もとで統 計局の活動 が再開 され ることに なった。
以上 の紆 余曲折 をへて再建 された統計局であ るが,そ こには一貫 して内務 省
筋 の統計報告改善へ の意思 と希望が働 いていた。.財務 省 との粘 り強 い交 渉を続
けて きた ドーナを支 えていた もの はホフマ ンの再建 プラ ンであ った といえ よう、,
一時 は財務省 との妥協 を覚悟 し.なが ら も,こ の プラ ン.をなん らかの形で現実 化
したい とす る意向が根底 にあ った。実 に規模 弱小 な組織 ではあ り,こ れがはた
して国家統計局 といえ るか どうか疑 問 もあ るが,と もあれ独立 した構成 員 と予
算を もった機 関 として内務.省内の一部局 に組 み入れ られ ことにな った。
IV国 家統計表への途
11810年10月27日にハ ルテ ンベ ル クの改革 案 「最 高国家官庁 に関す る改 革
令」 が ドリ,統 計局 は内務省下か ら内閣部 門に属 し行政全般 とかかわ り,改 め
て国土 の全般的統計 を作成す る官庁 と規定 され た,、
ホ フマ ンの もとでの統計局の最初 の仕事 はまず地 図収集 と地誌編纂か ら始 ま
る。前者 はこれ まで アカデ ミーの地理学者や軍測地部 によって作成 され 内局 に
保管 されていた地図の改定作業であ り,こ れ にはエ ンゲルハ ル トが従事 し,ま
たA.シ コ.レー ダーが地図管理者 として採用 され るこ とになる。後者 は市町村
目録 の編集であ り,地 方官庁に管区内の 市町村の 目録やそ こに生 じた変化 を報
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告 させ編 集す る作 業で あ る。 この地理 関係 部 門 の作 業 のた め新た に0.シ ュ
ミットが監督官 に採用 されてい る。
人口関係部 門の仕事 は① 人口 リス トと②統計表 の2つ に集 中す る。 人口 リス
トの方 は各地方官庁 の宗教担 当者 に作成形式 ・送付期 日を指 示 して,当 該管区
での出生児 ・死亡者 ・婚姻者数 を報告 させ るものであ る。特 に,死 亡 事例 で は
性 ・年齢 区分 の他 に死 因別分類 も試 み られてい る。
統計表の作業 は.1810年の統計報告 を作 成す るこ とで あった。そのための書式
が10月初め にホフマ ン自 らの千によ って起草 され,こ れが,1.建 物,U.人
口,m,住 民の宗教関係,N.教 育施設,V.行 政施設,、1.生 業手段,こ の
6大 項 目 ・計625欄か らなる膨 大 な統.計表 とな る もので あ った(附 録 を参照 の
こと〕δ〕。 これが.各地.方官庁 に送付 され年 末時 の調査が委託 され た。 地方 官庁 の
表作 成責任者 には内容 点検 と定 め られた期 日までの返送が指示 され(そ れに反
した場合 には罰則 が課せ られ る),不 正確 な点について は当該職 員 に対 し再調
査の労 を命ず ることとされた。
この1810年表は これ まで.各省 庁 とそれ に関連 した行政機関の もとで分散 され
て作成されて きた統計報告 が1枚 の連結 した統計表 にまとめ られた とい う点 に
意義 をもつ,,統計局において統 一 した表作成 の初 めて の試みで ある。つ ま り,
統計局の もとで基本統 計の収集 と編纂が.一元化す る...Lでの第一歩が しるされ た
とい うことで ある。 この統計表 によって 国民生活 を規定す るすべ ての.基本的力
と.基本的 関係 の包括的概括 を試み るので ある。 ここで考 え られている 「カ」 と
は国民生活 と経済活動 を支えている物 的諸 設備や手段 であ り,ま た 「関係」 と
6)こ の.1810年表 の書 式 ほ後 に エ ンゲ,レに よ り,そ の 論 文 のlllでそ ¢域 こ項 目が 紹 介 され て い る。E.
Erlgel,DieMe由odendcrVulkszlillllmg,mitbcsondererBer〔ick驕ichti目皿gdcrimpreし1s5isch贈1ユ
S伽t…g・ 脚dt・1㍉Z磁.西 頑 謝 κδ川塩'ゴ・1・θ・P・鵡 ・・伽5オ ・癬'・・加 ・8・・… 甑Jg.1,1861,5・
161-155.エンゲ ル論 文で は こ の1810年表 が ホ フ マ ン ひ と りに よ って 起 草 され た と な って い るが,
別 の資 料 に よ 矛Lばそ の 素案 は ホ フ マ ンに促 され て ク ルー クに よ って作 成 さ れ て い た とさ れ る 。 ク
ルー ク案 で は 同 じ6部 門 分轄 の も とで 合計590欄が 設 定 され て いた..そ の 中で 生 業 手段 に は380欄




は社 会経 済 にみ られ る人 間関 係 の こ とで あ る。 これ は これ まで の国土 記述
(Landesbeschreibung)の集大成 とい う側 面を もつ。
この中で は,分 類項 目の拡充 とい う面での前進 もみ られ る。対象 の特性 に応
じてロ∫能 な限 り多 くの分類標識 を盛 り込み,そ の結果が記載欄 の多 さにな って
表れている。 また,分 類項 目を設定す る際 には当時 の社会構成 を映 し出 そ うと
い う意欲が うかが える。例 えば,こ の ことは人口をその市民関係別分類 にか け
る場 面にみ られ る。そ こで は,以 下 のよ うな項]が 設定 されてい る。 これ は附
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管理者 ・監視人 ・書記,等 々として農業のもとで
大取引,学 問や芸術上の就業のもとで




























15歳以上女性 の場合 には,上 か ら公務員 と学 生 を除いて ほぼ同 じ分類項 目が
設定 されてい る。 これは当時 の就 業者職業 分類 とい う ものであ り,か つ身分構
成表 としての側 面 もうかがえ る。人口総数 と地域分布,そ の性 ・年齢別,縁 事
別,宗 派別区分 とい った表象的 な構 成か ら社会階層構成へ と一歩進 んだ分類 と
い える。
この表 の もうひ とつの特徴 は生業 手段(Erwerbsmittel)に414欄があ て られ,
これが全体の2/3にお よぶ 女ペ ー スを占め,他 を圧倒す る重 きが おかれ てい る
ことであ る(附 録 の4'1を参照 の こ と)。経 済官僚 で もあ った ホ フマ ンの意 向が
強 く反映 している ところで ある。 ここで は,製 品別分類 を基礎 に しなが ら畜 産,
穀物 生産,食 糧製造,繊 維 ・衣糧製造,金 属 製造 ・加 工,装 飾 品加 工,運 輸 ・
販売 ・流通,サ ーヴ ィス,等 々の計19分野 に またが る220営業種 が とり挙 げ ら
れている。当時の手工業や マニ ュファクチ ャー,工 場,問 屋 や商店 とい った経
営主体に配置 されてい る物 的生 産設備(施 設 と機 械 ・装置)な らび にそ こにお
ける人的構 成(就 業 者身分 区.分)を可能な限 り網 羅的 に表示 しようとす る意図
が読み とれ る。施設 では工場や 製造所,店 舗 ・帳場,ま た機械 ・装 置で は炉や
碾臼,織 機,紡 績機 ・紡錘,捺 染机 ・印刷機 や製紙用桶,船 舶,等 々,他 方の
就業者で は親方や 自前で働 く者,職 人 ・徒弟,補 助的雇人,工 場主 ・工場所有
者 ・工場企業家,労 働 者,商 人や店 員,等 々,こ れ ら実 に多様 な分類標識が そ
れぞれの業種の特徴 に合わせて記載 されてい る。 そこには業種 ごとに必ず しも
・.貫性が あるとはい えない形の分類方式が採 られ てい るが,こ れ は当時 の新 旧
さまざまな経営形態の混在 を反映 した結果で あ り,そ れ らを営業経営 という大
枠 の中で強引 に連結 したため に余儀 な くされ た もので あろ う。 こう した欠陥 を
.かか えつつ も,要 は農林業以降 の物的製造 ・加工 ・精製,運 輸 ・流通 ・販売,
またサーヴ ィス提供 の各分野 における経営体 の物 的人的構成 をその外延量(総
プロイセン統計局の設立と国家統計表 〔2)〔115〕13
数)で 把握 しようとす るものであ り,後 の営業表の原基形態 と もい える もので
あ る。当時の社会経 済を支えていた生産諸力 とその もとでの生産関係 を うかが
う貴重 な経済統計 へ と展 開 してゆ く可能性 を秘めた統計表であ るとはい えよ う。
こ うした統計表 が,こ の後1811,12,14年について作成 されてい る。 とはい
え,こ の膨 大な欄 に記 入 と点検 を任 された地方官庁な らび に自治体当事者の労
苦は想像に絶 する。それぞれの地方か ら記入項 目全体 にまたが り満足のゆ く結
果が届いた とは とうてい考 え られない。年を追 うごとに,無 記入欄 の増加 して
いた ことが伝 え られている。.従い,想 定された図式(書 式)の 豊富 さとは別 に,
結果 と して出て きた統計表 は内容 的には多 くの欠陥をかかえた ものであ った と
い える、...・方のホ フマ ンのR論 み と,他 方の地方行政官庁の統計作成への関心
な らびに力量 との問には大 きなずれがあ ったためであ る。雑多な統計報告を簡
易.化す るとい う課題を図式の一様 化によ って解決 しよ うと した もの といえ よう
が,記 載項 目の多様さ と分量の大 きさのためにその実際的解決には届かない ま
まに終わ ってい る、,
半世紀後,プ ロ.イセ ン統 計局 の運営 を担 うこ とになったのがE.エ ンゲルで
あ るが(1860年4月1日 統 計局長 に就 任),当 人 はこの1810年表の歴 史的意義
について次の よ うに論 評 している71。この表 の包括 さをまずは指摘 した上で,
「疑い もな く,非 常 な明敏 さを もって起 草された1枚 の表 の中で,国 家の状態
描写を完 全な ものにす る」試み とみ る。 それは事柄 の単なる数え挙 げに終わ ら
ず因果関係 を表示す ることを目指 し,「国家 と社会の物理 学」 として統 計学 を
構築する新たな試みのひ とつ と評価す る。 しか し,こ の図式に もとづいた調査
には実際 的無理が ある とす る,,すなわち,管 理 困難 な 「紙 の束」を と り扱 わな
くてはな らず,1欄 の幅 を1イ ンチ とし.ても全体 で50フィー ト(isメー トル)
以上の長 さにな り,表 作成 を任 され た者 に とっては この作 業は苛酷す ぎ,で き
れば避 けたい業務以外 の何 ものて もない とい うこ とになる。 この 「紙 の堤防」
によ って,プ ロイセ ン官庁統計 に望 まれ た発展 の流れは堰 き止 め られて しま つ
7)E.EngeLMethoden,a.a.0、,S、151、
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た。「もし,ホ フマ ンに よ り,1枚 の表 の替わ りに独 自の体 系的に並べ られ た
一連 の表 が と り入れ られ,そ の作業 に応 じて特定 の領域 に配分 されていたな ら
ぼ,プ ロイセ ン統計 の発展 は初めか らま った く別 の もの,よ り多面 的な もの に
なっていた ことで あろ う」 と評 している。
事実 はエ ンゲルの指摘 どお り,そ の後 プロ.イセ ンの統計表 は連続形式 ではな
く,そ の中の同質な ものをま とめ分離独立 させ るとい う方向を採 り,複 数 の表
か ら成 る国家統計表へ と進 んで ゆ く。 ホ フマ ン自身 もこの流 れ を認めざ るを え
なか った。従 って,ホ フマ ン表 は含 まれてい る頃 日の豊富 さを もって,全 体 と
して後の国家統計表 を組 み立て るための素材 を提供 し,全 体 表が個別表へ分岐
してゆ く上での出発点 とな ってい る。 この意味で,ホ フマ ン表 はそ の後 のプロ
イセ ン国家統計表の 「コ:胎といえ るものであ った。
21812年4月24R,ハ ルテンベ ルクの指令 によって国家宰相 の直属機関 とし
て会計検査院,国 家記録署,そ して統 計局が配置 され る。 しか し,戦 時下で の
時代状況 は厳 しく局の活動 も制約 を受 けざるをえな く,次 の4つ の業務 に制約
され ていた。す なわち,① 人口 リス トと統計表一 前者 は地方官庁 の宗務担 当者
によ って当年 の3月1口 まで に統 計局 に返送 され,後 者 はベル リンで書式が 印
刷 され前 年12月に地方 に送 られ,当 年1-2月 にか けて調査が お こなわ れ,4
月1日 まで に提出 され るべ きとされ た。統計局 の もとで の点検 をへ て国家概 要
表へ編成 され る。 また,特 別の抜粋表が特定省庁 の依頼 を受 けて作成 され るこ
ともあ る(例,工 場表や保健 表)。② 価格調査一 重要市場 をかか えた都市 にお
いて穀物 と生活必需品 の価格が毎 月末 に調べ られ,当 該市 長か ら翌月14目まで
に返 送され,毎 月 ・年 の概 要 としてま とめ られる。③ 定期発刊 文書 ・雑 誌の収
集一 省庁 の要請に応 じ,そ の内容 の抜粋 が作成 され報 告され る,,④その他,省
庁の求めに応 じた国家力 の判断 に役立つ 一切 の事柄 についての情 報提供,以 上
であ る,,
この中で,統 計 局の作業 の中心 はやは り統 計表 の作 成にあ るが,そ れ を継続
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してゆ くためには記載 内容 の簡易化が必 要とな り,分 類項 目が削減 され記載欄
が減少 してゆ く(1811年表590欄,1812年表478欄,1814年表で は420欄)、、こ こ
か ら,先 にみ た人 口の 市民関係別分類 とい った報告作成 の難 しい部分で は細 分
類項 目が減 らされ,つ い には分類全体が省略 され,性 ・年齢別 と宗派別分類 だ
けが残るとい うことにもな る。信頼 に値す る報告提示 の期待で きる項 目に限定
していった結果で もあ るが,簡 易化が表示内容の平板化 を伴いつつ進行す る。
1816年.対ナポ レオン戦争(「解放戦争」)が終結す るが,こ れ によってもた
らされた領L拡 大な らびに行政組織 の再編成の中か ら,ラ イン河周辺 の西部地
域 を含 んだ新たな プロイセ ン国家に対 す る統計表が望 まれ ることになる、:、統計
局は これ まで どお りの 人i...1リス トと統計表(434欄)の 作成 をすべ ての県庁 に
要請 した。 ところが,こ れ に対 し新 たに プロイセ ンに編入 された西部諸州の当
局か ら,報 告が あま りにも広範 にす ぎるとの非難が出て くる。 と りわ け,ヴ ェ
.ス トフ ァー レン州長官 のF,v.ヴィンケ(か つて シュ タイ ンの もとで 国政改革
に参与 し,.イギ リス自治制度 に詳 しか った)な どか らは報告作 成を実行不.口∫能
とす る解答があ り,西 部3州 の長官 とホフマ ンとの協議 が もたれた りもす る。
事実,16年表作 成は遅 々として進 まず,ま た西部 諸州か らの報 告は極 めて不満
足な ものであ った。 これをふ まえ,さ らな る簡易化 の方向が探 られ統計 表が大
幅 に縮小 され る。1817年表で は,① 建物(公 的 ・私 的),② 住民(性 別,年 齢
14以下 ・15-60・61以」=の3区分〉,③婚姻者,④ 軍務服役 者,⑤ 宗 派別住民,
⑥ 家畜 と主分類項 日数で は変わ らない ものの,ホ フマ ン表にあ った住民 の.市民
関係別区分や生業手段分野が省かれ,欄31へ の大幅 な減 少 となる。 こうした
統計 表な らびに人口 リス トの作成が1822年まで毎年続 け られた。
とはい え,ホ フマ ン表 の もとも との考 え,統 計表 によって国家 の 「力 と関
係」 の現状 を知悉す る とい う構想が立 ち消 えにな ったわけで はない。1819年表
では17年簡 易表で は除かれ た生業手段分類(営 業経営分類)と 住民 の職業分類
(手工業者分類)と が合体 しなが ら独 立の営業表 として復活 し,3枚 の統計表
体系になる。 また,1822年表 には学校 二教会表 と保健表が加わ り,5枚 の統計
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表 から構成 され る報告様式が形づ くられ る。 同 じ1822年に,行 財 政業務の簡易
化 のために設 けられ た検討委 員会 によって,毎 年 の統計 表作 成を3年 お きにす
べ しとの指令 が下 りる。 ホフマ ンもこれに同調 し,以 降5.本柱 の プロ.イセ ン国
家統計 表が毎3年 ご とに作成 されるこ とになる㌔
この間,1815-26年まで は戦 後の ヨーー ロ ッパ社 会のあ り方 をめ ぐる国際会議
への出席,ま たハルテ ンベル クの顧問格での財政問題や立法のため活動が はさ
み,ホ フマ ンの統計 局での指導者 としての活動 は手薄 にな りがちであ った とい
う。 また1827-34年は財政 緊縮のあ お りを くらい,予 算削減 と活動 縮小 とい っ
た停滞期 をはさむ,,とはいえ,3年 お きの国家統計表の作成,省 庁 の要請 に応
じての さまざまな個別問題に関す る報告資料の作成提示,ホ フマ ン自身の著作
における局資料の利用 と報知,ま た局資料 を利用 した退役官僚 によ るプ ロ.イセ
ン経済 の研究,等 々を通 じて,必 ず しも脚光 をあびる仕事 とはみ なされなか っ
た ものの統計局 による国 十記述 の作業が営 々 と続 け られ てゆ くことにな る。
3先 に紹 介 したエ ンゲルの論評 には,ホ フマ ン表 に対 す るもうひとつの批判
があ る。す なわ ち,調 査 リス トと報 告表 とは本来その書 式が相互 に独立 してい
る もので あ るの に,両 者 の間 には なん らの区 別 も設 け られ てい ない,と ㌔
1860年代 までの プロ.イセ ン官庁統計 の特徴 であ るが,こ れが 「有害 な要素」 を
もち込 んだ と し.てい る。60年代 後半 に人 口調査 を皮切 りに調査 員を介 し世帯個
票 を用 いた直接調査 が実施 され るまで,調 査 とい うのは既存記録 ・資料 にある
数量 を書式欄 に記 入す る作 業 を指 して いた。家畜 登録 教 会 ・住民 名簿,地
.誌 ・市 町村B録,土 地台帳,手 工業者 〕録,関 税 ・消 費税,ま た階級税 ・土地
税 ・営業 税記録,等 々の在地当局 によって収集 され保管 されている行財 政資料
が統計報.告に転用 され,こ の中か ら結.果としてさまざまな統計 表が作 成されて
鱒 拙 稿 「ドイ ラ.証会 統 計 に お け る 国 家 営 業 表 の成 」均r社 会 シ ステ ム研 究1京 都 大 学,第3号.
2000qI2月,を参 照.され た い〔=
9)E.E118ヒk,Method,.,a.a・0・S.155.
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いた。従い,そ こには特別 の調査票 は不 要で あ り.中 央か ら下 りて きた報告書
式 に既存数量 を転 記す る ことが 調査 とみ なされていた。調 査票 と報 告形式 に区
別 がないとい うエ ンゲルの指摘 はそれを衝 いてい る、,当時は一般 的 には調査票
を もた ない統計作 成で あ った。 これがた めに,報 告書 式 は既 存資 料の性格 に
よって規 制され,統 計表 は報告書式 そのままの形式 を伝 えな くてはな らない と
い う関係 が出て くる。 ここで い う統計 とは地 方在地官庁 の記録 資料 の総括 なの
であ る。従 い,そ こには調査 の目的 を どこにお き何 を くみ挙げ るか(つ ま り調
査票 の 設計),お よびそれ に連 な る..一連 の運用 問題(実 査,集 計 ・分類,整
理 ・公表 〉を どう処理す るか,ま た結果 の信憑性 をいかに確保 す るか,す なわ
ち統計調査 に固有 の課題 に関す る検討が.省略 され ている。 上で エ ンゲ ルのい う
「有害な要素」 とは,調 査 に独 自の これ ら問題 を消失 させ ることをい うのであ
る、,これが60年代 まで のプロ イセ ン統計 を制約す る。
プロ イセ ン統計局 は,系 統が別 々で しか も多分野 にまたが り有機 的関連 のな
い ままに総監理府 に集 ま って きた雑 多な資料収集 を整理 し整 合性 を もたせ,そ
の報告結果 に現状把握 と政策提言 のための有効性 を確保 させ ようとす る意図の
もとで 設立 され た。ホ フマ ンの もとで,統 計局 に とって は,報 告形 式 に整 合
性 ・統一性 を もたせ,報 告内容 に国家経済 と国民 生活 の概括 を可能 にさせ る要
素 を盛 り込 んだ書式 を準備す る ことが最大 の任務 とな った。 とはいえ,こ れは
あ くまで既成 の記録資料 を前提 に した書式様式 と分類項 目の設定 に限 られ,そ
れ をこえて独 自に調査 を企画 し実施す る とい うもので はなか った。従 い,報 告
作成 におけ る全体網羅性(悉 皆性)と 信頼性,統 一性,ま た報告表示 におけ る
整合性 と体系性,こ れ らを統計 に独 自の問題 として検討 ・吟味す る必然性 をか
かえ ることにはな らなか った。
統 計作成 において統計局がL導 権 を握 るまで には至 っていない段 階にあ り,
所与 の資料 の収集 と編纂 とい う制約 され た枠 の中で の統計作成業務で あ った。
組織 的に も局 長 と2名 の委員,そ の他数名 の補助者 の構成で あ った。 これは,
局の業務が 專 ら報告資料 の収集 ・編纂 に限 られ てお り,自 ら調 査を企画 ・実行
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す る必要のない ことの裏面で ある、,また,内 務省 とい った強力 官庁,ま た内閣
や宰相 に附属 ・寄生す る ことで しか存続で きな く,そ の.上位 官庁 も上述の よう
に再..三変わ ることにな った。官庁機構 としての統 計局 の力量 は弱小 であ り,そ
の要請や指 令に対す る地方官庁 の反応 は鈍 い。 これ は行 政機構全体 覗)中で もつ
統計局の地位 の低 さ と権 限の弱 さの反映 に他 な らない。
さらに考えね ばな らない点 は,19世紀前.半においては統計 がいまだ社 会の公
器 とはな りえていない,と い うことで ある。 当初 はあ くまで 国王 親政 のための
私的情報 として要請 され ていた もので あ り,次 いで それが 中央省庁 の,さ らに
は行政全般 の基礎資料 として,利 用す る行政機構 の範 囲は拡 め られてはゆ くが,
主 目的はあ くまで も最:上位官庁 の所轄業務遂行 のための道具,つ ま り一方 的に
地方か ら中央に くみ上 げ られ,中 央権 限の廻 りにいる者 だけが利用で きる私物
に留 まっていた1㌔ 統 計報告書 と して公表 され,国 家 ・自治体 機関全般 および
社会各層 か らの要請に応 える汎用 的資料で はなか った。 これがいわれ るのはや
は り1840年代後半 の社.会動 乱を経 た世紀後半 の.ことで ある。 当時 の ドイ ツ社 会
では,世 論形成や政策審議 また実証研究 のために統計資料・を必要 とし,そ のた
めに信頼 のおける統言1.作成 を国家 当局 に迫 る とい う動 きが まだ出 て きてい ない。
あ くまで官僚 による国家統治 のた めの道具 に終始 し,統 計作成 と利用 に関す る
市民参加が み られ ない、,ここか ら,統 計報 告の信頼性 につい ての議論 も官庁内
部での不満や批判 に留 ま り開かれた形での統計吟味 はな く,社 会 各層か らの期
待 に応 え,ま た批判 に耐 えうる資料作成 ・公表 まで は進 んでい ない。 また,公
器 た りえず官庁 の内部資料 に留 まっていたがゆ えに,エ ンゲルによって 「紙の
束」 と揶揄 され るよ うな膨大 な欄 を連結 させた報告形式 のま ・に終わ っていた。
個別官庁 の必要 に応 じてその 部 分 を抜 粋 して提 供す ることが利用の基本形式






えなか った。 こうした活動段階 に留 まっていたのが創設 か ら19世紀4(1年代 まで
のプロイセ ン統計局であ った1㌔
1834年10月に ホフマ ンは後任者 として枢密参議官K.デ ィー テ リチを指 名 し,
当人は同年12月ベル リン大学教授 にfT:命され,翌 年7月 には統計局 の補助研究
者(Hilfsarbeiter)に就 きホフマ ンを援 助す るこ とに なる。 その後1844年6月
7口,統 計局が 内務省か ら商務庁へ移管 され るのを機 にホ フマ ンは局 長を辞任
す る。 こうしてホフマ ンに指導 され.そ の個性 と強 く結 びつ いていた プロ.イセ
ン統計局 の活動 もデ ィーテ リチの指揮 の もとに新 たな段 階を迎 える ことになる。
お わ り に
ホフマ ンの活動 をア ッヘ ンワール ・シュレーッ ァーの段 階を越 える もの とす
る評価 があ る1%単 に国状 記述のための資料収集 ・整理 に終わ る ことな く,経
済理論 と財政 ・経済政策 の基準 の有効性 を判断すべ くその成 果を統.計表か らひ
き出そ うとし,こ の点で政策 的によ り積極 的な.面が 含まれている とす る、,しか
し,こ の積極性 は国家宰相 に経済官僚 として密着 していたホ フマ ンの特殊 な立
場 か ら出て くる もので あ って,こ れ までみ て きたよ うに,統 計局 によ る統計 表
作 成の基本 的観点 はや は り国状 記述 のそれ を踏襲 した もの といえ る。 国家経 済
と社会生活 の可 能な限 り多面 的包括 的な把握 を利用 可能な既存資料 を駆使 して
試みている。 これは1別0年表で,ま たその後 の分岐 した国家統計表で もみ られ
るように,扱 う分野 の多様 さ,分 類項 目と標識 の数 の多 さに表 れて くる,、多方
面か らす る国家内諾 事項 の悉皆把握 を 目指す もので あ り,国 状記述 の精神 の延
長線上にあ るもので ある。
n)国 家 統 計 表 が 統 計 局 の 公 刊 物 と し て 出 版 さ れ る の は ⊥843年表 に 対 す る,P'閃 耀'∫齢{・加'
了ヒzうf'勧48∫♪ノそ7{∫∫航海 ・〃5ω`螂 照 訪4召r酬 痂rん`ぞηA冥 加α伽fぬy激 励5184ahfsg.vo11
】)i鯉ricl,W..昼erlin,1845.を嚆 矢 とす る.拙 稿 「ドイ ツ社 会 統 計 と営 業 調 査1「 経 済 学 研 究 』 九
州 大 学,第66巻 第3号,1999年12月,を 参 照 され た い。 ま た,184851から は デ ィー テ リヴ.の責任
の も とで 定 期 報 告 書 と して,M濯 加 〃碑g朋4欄 舘α観 庶 加 ηB1鷹αぬ ゴ7τ及r加,が 公 刊 さ れ,




ユ9世紀 に入 って早 々,対 ナポ レオン戦争 における大敗北 を経験す る中で プロ
イセン国家の非力 さが赤裸 々にされ る。 それ とともに伝統 的な国状論へ の これ
までの信奉 も崩れ てゆ く。 国家基本制度 の記述 に終始す る ことな く,そ の中に
経済活動や国民生活 を規定す る要因,し か もそれ らに関す る数量 表示 をrlf能な
限 り多 くとり込み,国 家 と社会 の実証的把握 を目指す ところが ら国十記述,あ
るいは国土誌(Landeskunde)ともい うべ き新たな動向が出て きた。 これ は国
状記述 の枠 を こえた国力 と社会関係 を知悉 しよ うとす る社会経済誌へ の展開で
あ る、 ホフマ ン表 はその代表例 とい えよ う、,さらに,そ の表 にあ った膨大 な項
目を分離 し整理す る中か ら国家統計表が構成 され てゆ く。 しか しなが ら,こ の
国家統計 表はその作成様式の面で はこれ までのや り方 に変革 を もたらす ことは
で きなか った。つ ま り,直 接の統計調査で はな く,既 存の行財政資料 の事後的
な編 纂か ら作成 され る とい う様式で はこれ まで とは何 ら変わ りはなか った、.,
ユ840年代後半以降,国 家制度 の枠 をこえる広範 な しか も動態的 な社会経済現
象が現出 してゆ く中,国 土記述 の様式 を もって して は把握不可能 な事態が大量
に現 出 してゆ く、:,こか ら,積 極的 に調査 を企画 ・主導 し,国 家 と社会 の形成
要國の大 きさ(規 模〕,内部構成,変 化 をその現状 のあ るが ままに把握 す る必
要が 出て くる。 この作業が統計局 に任 され る。統計表 にあ った分類項 目を統計
調査票の調査項 目へ と転化す る,つ ま り調査主体 と調査客体 〔被調査者)と の
関係 を勘案 しなが ら必要な調査項 目を選別 し,直 接質問が可能 な項 目に編成す
る とい う課題が生ず る。 この中か ら社会統計的認識の独 白性は何か とい う問題
が意識 され,そ の角度か ら調査票 に映 し出す対象(社 会的集団)と 調査票の設
計 と運用 に関す る理論的実際的問題(組 織的集団観察)を 考察す る条件が出て
くる。 とりもなお さず,こ れが ドイツ社会統計学の成立条件 とい うこ とにな る。
とはい え,こ れは19世紀中葉以降の社会激動 を前 に して,統 計局が受身の資料
収集で はな く積極的に調査を企 画 し主導 してゆ く1860年代以降の段階 まで待た
ねば ならなか った。
こう考 えてゆ くと,統 計局の設立 とホ フマ ンに よる再建の歴史的意義 は,社
プロイセン統計局の設立と国家統計表(2)〔123)21
会統計 を国状論 の呪縛か ら解放 し,国 土記述 とい う形で社会経 済 と国民生活の
全体 的数量像 を統 計表 の中 に描 写 しよ うとす る試 み を提 示 した ことにあ る。
1860年以降,包 括 的な統 計調査 を介 して 自ら資料を収集 し,そ れ を用いて社会
的諸集団の規模,構 成 と変化 を捉 え,同 じ く ドイツ社会の全体的数量像獲得 を
目指 した ところに ドイツ社会統計 が成立 し.てゆ く。国状論 を克服 した その よう
な社会統計が 登場 して くるまでの過 渡的段 階 にあったのが,シ ュタイ ンや ク



























1)公務,営 業あるいは勤 務に就 いている15歳以 ヒ男・「生
官吏,..h地所有者 ・借地 人,由 民,分 限借地人,小 作農,居 留 民,学 生,営
業での雇 人 と徒 弟,奉 公 人
2:115歳以上未婚婦 人,自 前 の営 業あるいば勤務 に就 いている婦人 と寡婦
土 地所 有者 ・相続者,市 民,分 限借地 人,小 作農,居 留民,営 業での雇人 と
徒 弟,奉 公人
3)政府 の特別監視 卜.にあ る者
困窮 のため 公的扶助 を受 けて個 人住 宅に暮 らす者,公 的施設 に収容 されて
いる者,精 神 錯乱で施 設に収容されてい る者,そ れ らの総数
犯罪 のため 不 法な放浪 と犯罪傾向 のため行 政監察下 にあ る者,更 正施 設収
容 者,逮 捕 者,被 告と して収監 されてい る者,判 決 を受 げて刑
務所や要塞 に収容 され ている犯罪 者,そ れらの総 数
院,教 育施設,行 政施設,個 人住 宅,工 場,納 屋 ・家
2区 1-12
の葺 方則に建物の δ区分 1318
19
社の保 険総額,私 的保険業者 の保険総額,火 災損 害の
項 20-26
6以 下 ・7-1415一【919-45456061以上 合 言i. 27-33
6以 下i-1415-45哺一6〔〕61以上 合 計 34-39
40
1生/未婚者,死 別者.離 別 者,既 婚 者 4]一44
性/未 婚者,死 別者,離 別者、既婚 者 45-4呂
49
皿.住 民の宗教 関係
1.ル ター 派 教区教 会,参 集所,牧 師,教 理教 師 宗派住民
2,改 革 派 教区教 会,参 集所,牧 師,教 理教 師,宗 派住民
3.ローマ カ トリソク派 教区教 会.参 集所.司 祭.修 道 院 と修道L・ 格道女,宗
派住民
4.メンノー派 参集所,宗 派住民









L初 等 学 校 公立学校,認 可学校
2.市民 ・中等学校一 一般.iliN学校,.下級特 殊学校(例,手 工業者製図学校)
3,高等修 養施設 ギ ムナ ジュウム,高 等特殊学校,大 学,学 生













4.保 養 施 設
轟.救 貧 施 設
.ド紐警察官,夜 警,治 安の ため昨年度の拘束者
街燈,噴 水.街 路清掃荷車
各種の消火器,防 火桶




1.家畜 ・肉 ・脂肪商品 〔家畜5種 類 と14業種)
家畜,家 畜関連営 業就業者,搾 油場,石 鹸 ・蝋燭製造場 と就業 者,'
絹 一膠1場 と労働 著,等 々
2.皮革調整 と虹ロユ:(5業種)
製革業就業 者1:親方 ・[揚土 と職人 ・徒弟 ・労働 者〕,毛皮韓 ・晒工 場 と装背,
皮革加1:業者 〔:親方と職 人 ・職人),皮 革加工 々場 と労働 者,等 々
3.木材加L(13業種)
製材.f:場と機械,木 材`か日工 業者,炭 酸 カ リ・ター ル採取 ・δ歴青 ・
場 と労働者,等 々
4.穀物 と穀物W"(11業種)
穀物取引高(商 人 と雇 人),製粉τ二場 と装 置,穀 粒 製造 場,穀 粉関連営業者,
酢 製造場,ビ ール醸造 ・火酒蒸留場 と就業者,酒 場.等 々
5、他植物 の もとでの生業(8業 種)
野.菜・果樹 栽培 者,ワ イ ン商人 と雇 人,タ バ コ..「場 と労働者,
働者,綱 製造 業者 〔親方 と職 人〕,等々
5,金属取得 ・精 製施設(30業種)
採 鉱場 と労働 茗.,銑鉄 ・鋳鉄 ・棒 鉄 ・鋼鉄 製造工場 な らびに設備 と労働者,
各種金属加ユ:・精 製.∫:場と労働者,鉄 ・鋼 ・兵器L場 と労働哲,各 種金属.丁∵
「 ..[業就 業者 〔親方と職人 ・徒弟),金属織物 ・染色1二場 と労働者,等 々
7.他採掘物取i号・精製施設 〔:20業種)
砕石 ・採炭工場 と労働:蓄.陶磁器 製造 場,ガ ラス ・競τ二場 と労働 者,石1二,
石材加工 ・精製 業者,硝 石 ・火薬].場と労働 者,明 礬 ・硫酸 ・硝酸 製造施設
と労働 者,釘「笹i:場と労働 者,等 々
8.繊維美 し20業種)
鷺蒸鰈 瓢欝欝 欝 難 事届騒「
KW[AtitAchi,.M$・一 ・場・労蝋 ・　 一 ・・ 「
11,羽毛 加 エ(.1業 種)羽 ペ ン工場 と労 働 者,羽 毛取 引 高,羽 毛細.1.:師
12.ブ ラ シ製造.1場 臼 業種)労 働 者
13.コル ク裁 断1:場 〔1業種 〕 労働 者
14,角 ・鯨 骨 ・.亀甲 ・螺 鈿 ・象 牙 加工 口 業 種)













16.起製造者1:1業種,親 方 と職 人 ・徒 弟 ・雇人
17.装飾品(1業.種)
製造企業 家 と取 引商,労 働者,装 飾 品関連手.L業者
18.学術 ・美術 および公 的慰安 に関連す る もの1:18f$)
書 籍類印刷場 と機械,書 籍 類取 引商 と就業者,美 術 ・工 芸就 業者(親 方と雇
人),芸術 家,楽 器.製造場 と就.業者 〔親ノ∫・.L場主 と雇 人 ・労働 者).芸 能娯.
楽就業者(役 者'楽 隊 と補助者〉,等々
19.商業 ・流通全般 に関連す るもの(U業 種)
卸売 商 ・金融.業の帳場 と就業者,小 売商 の店舗 と就業者,各 種仲 介取 引業者,
海E・ 河 川運輸業 の設備(船 舶〕 と積荷能 力お よび就 業者 〔:船頭 ・操舵 手 と







注;右 端 の 数 字 は 欄 番 号 を 表 わ す.
出 所:E.Erlge1,DieMethodenderVolksz亘hluπ 」k,miτbe50ndcrerBerncksiehligun図derilnpr巳u.
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1,1861,S.15三一155.
